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是
は
桜
町
の
中
納
言
と
は
我
事
な
り
。
わ
が
好
け
る
心
に

あ
く
が
れ
て
。
青
陽
の
春
の
朝
に
は
。
花
山
に
入
つ
て
日

を
暮
ら
し
。
秋
は
龍
田
の
紅
葉
ば
の
。
色
に
染
み
香
に
め

で
ゝ
。
情
を
四
方
に
め
ぐ
ら
せ
ば
。
心
に
洩
る
ゝ
方
も
な
し
。

さ
れ
ど
も
妙
な
る
花
盛
。
三
春
に
だ
に
足
ら
ず
し
て
。
唯

一
七
日
の
間
な
り
。
余
り
に
名
残
惜
し
く
候
へ
ば
。
泰
山

府
君
の
祭
を
執
り
行
ひ
。
花
の
命
を
延
べ
ば
や
と
存
じ
候
。

有
難
や
治
ま
る
御
代
の
習
ひ
と
て
。
何
か
望
み
は
荒
磯
海

「「「「「

ワ
キ
カ
ルヽ

サ
シ地

シ
テ
一
声

サ
シ

の
。
浜
の
真
砂
の
数
々
に
。
年
を
尽
す
や
栄
花
の
家
。

花
の
命
を
残
さ
ん
と
。
〳
〵
。
是
も
手
向
と
木
綿
花
の
。

白
木
綿
懸
け
て
緋
桜
の
。
影
明
ら
か
に
春
の
夜
の
。
月
の

光
り
も
曇
ら
じ
な
。
金
銀
珠
玉
色
々
の
。
花
の
祭
を
急
ぐ

な
り
。
〳
〵
。

花
に
お
り
立
つ
白
雲
の
。
嵐
や
空
に
帰
る
ら
ん
。

天
つ
風
雲
の
通
路
吹
き
と
ぢ
よ
。
乙
女
の
姿
し
ば
し
だ
に
。

と
ゞ
め
か
ね
た
る
春
の
夜
の
。
色
香
上
な
き
花
盛
。
よ
そ
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め
の
色
も
面
白
や
。

い
ざ
桜
。
わ
れ
も
散
り
な
ん
一
盛
。
〳
〵
。
誘
ふ
嵐
も
心

し
て
。
松
に
残
る
薄
雪
の
。
盛
と
も
夕
暮
の
。
月
も
落

ち
く
る
天
の
原
。
霞
の
衣
来
て
見
れ
ば
。
妙
な
る
花
の
気

色
か
な
。
〳
〵
。

あ
ら
面
白
の
花
盛
や
。
何
と
も
し
て
一
枝
手
折
り
天
上
へ

帰
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。
花
枝
眼
に
入
つ
て
春
あ
ひ
得
ず
。

花
一
枝
を
手
折
ら
ん
と
。
忍
び
〳
〵
に
立
ち
寄
れ
ば
。

「「「「「「「「
地

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

春
夜
一
時
値
千
金
。
花
に
清
香
月
に
陰
。
見
る
目
ひ
ま
な

き
花
守
の
。
鼓
を
数
へ
待
ち
居
た
り
。

折
ら
ば
や
の
花
一
枝
に
人
知
れ
ぬ
。
我
通
路
の
関
守
は
。

宵
々
ご
と
に
う
ち
も
寐
よ
。

寐
ら
れ
ん
物
か
下
枕
。
花
よ
り
外
は
夢
も
な
し
。

実
に
〳
〵
見
れ
ば
木
の
本
に
。
人
を
寄
せ
じ
と
花
の
垣
。

隔
て
ぬ
月
の
影
と
も
に
。

花
の
光
の
。
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照
り
添
ひ
て
。

中
々
木
陰
は
く
ら
か
ら
ね
ば
。
何
と
手
折
ら
ん
花
心
。
月

の
夜
桜
の
。
影
あ
さ
ま
な
り
恥
か
し
や
。

実
に
有
難
や
此
春
の
。
〳
〵
。
花
の
祭
の
時
過
ぎ
ば
。
今

少
し
こ
そ
松
の
風
。
終
に
は
花
の
跡
と
は
ん
。

今
手
折
ら
ず
は
一
枝
の
。
後
の
七
日
を
松
の
風
。
雪
に
な

り
行
く
花
な
ら
ば
。
跡
と
ふ
と
て
も
由
な
し
。

よ
し
や
吉
野
の
山
桜
。
千
本
の
花
の
桜
町
。

「「「「「「「「「「
ワ
キ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ
詞

月
も
折
し
も
春
の
夜
の
。

霞
の
光
。

花
の
影
。

何
か
今
宵
の
。
思
ひ
出
な
ら
ぬ
さ
り
な
が
ら
。
あ
は
れ
一

枝
を
。
花
の
袖
に
手
折
り
て
。
月
を
も
共
に
詠
め
ば
や
の
。

望
み
は
残
れ
り
。
此
春
の
望
み
残
れ
り
。

う
れ
し
や
な
月
が
入
り
て
候
ふ
さ
り
な
が
ら
。
手
折
る
べ

き
便
り
な
け
れ
ば
徒
に
。
更
く
る
夜
の
間
を
待
ち
つ
る
に
。
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う
れ
し
や
月
も
入
り
た
り
や
。
〳
〵
。
今
は
上
こ
そ
花
盛
。

木
の
下
闇
に
忍
び
寄
り
。
さ
し
も
妙
な
る
花
の
枝
。
手
折

り
て
行
く
や
乙
女
子
が
。
天
の
羽
衣
立
ち
重
ね
。
天
つ
空

に
ぞ
帰
り
け
る
。
〳
〵
。
（
中
入
）

そ
も
〳
〵
是
は
。
五
道
の
冥
官
泰
山
府
君
な
り
。

我
人
間
の
定
相
を
守
り
。
明
闇
二
つ
を
守
護
す
る
処
に
。

上
古
に
も
聞
か
ざ
り
し
。
花
の
命
を
延
べ
ん
為
め
我
を
祭

る
。
唯
色
に
染
む
一
花
心
と
は
思
へ
ど
も
。
よ
く
〳
〵
思

「「「「「
地

後
ジ
テ詞地

シ
テ

へ
ば
道
理
々
々
。
煙
霞
跡
を
埋
ん
で
は
花
の
暮
を
惜
し
み
。

佐
国
ま
さ
に
身
を
捨
て
ゝ
後
の
春
を
待
た
ず
。
斯
か
る
た

め
し
も
有
る
花
を
。
手
折
れ
る
者
は
何
者
ぞ
と
。
通
力
を

以
て
よ
く
見
る
に
。
欲
界
色
界
無
色
界
。
化
天
耶
摩
天
に

て
も
な
き
が
。
ら
く
へ
ん
下
天
の
天
人
が
。
此
花
を
折
つ

た
よ
。

山
河
草
木
震
動
し
て
。
虚
空
に
光
り
満
ち
満
て
り
。

天
上
清
し
と
見
る
所
に
。
何
ぞ
偸
盗
の
雲
の
上
。
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天
つ
乙
女
の
羽
衣
の
。
花
の
か
づ
ら
の
春
を
待
て
。

待
た
じ
は
や
待
た
じ
は
や
。

花
一
時
の
栄
花
の
桜
。

か
ざ
し
の
花
の
た
ま
〳
〵
な
る
に
。

花
実
の
種
も
中
空
の
。
天
つ
御
空
は
雲
晴
れ
て
。
ら
く

へ
ん
下
天
は
顕
は
れ
た
り
。
天
女
は
ふ
た
ゝ
び
天
降
り
。

〳
〵
。
さ
し
も
心
に
懸
け
し
花
の
。
か
づ
ら
も
し
ぼ
む

涙
の
雨
よ
り
。
散
り
く
る
花
を
慕
ひ
行
け
ば
。

「「「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

天
上
に
て
こ
そ
栄
花
の
桜
。

散
り
来
て
何
か
残
り
の
雪
の
。
消
え
ば
や
花
も
命
の
定
め
。

梵
釈
十
王
閻
魔
宮
。
五
道
の
冥
官
泰
山
府
君
の
。
力
を
種

の
継
木
の
桜
。
あ
つ
ぱ
れ
奇
特
の
花
盛
。

通
力
自
在
の
遍
満
な
れ
ば
。

通
力
自
在
の
遍
満
な
れ
ば
。
花
の
命
は
七
日
な
れ
ど
も
。

も
と
よ
り
鬼
神
に
横
道
あ
ら
ん
や
。
花
の
梢
に
飛
び
翔
つ

て
。
嵐
を
防
ぎ
雨
を
漏
ら
さ
ず
。
四
方
に
ふ
さ
が
る
花
の

1011



命
。
七
日
に
限
る
桜
の
盛
。
三
七
日
ま
で
残
り
け
り
。
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